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生涯学習の一環としての合唱活動に関する一考察

ある合唱団の事例を通して

虫明民砂子

生涯学習は，高齢化社会に向けてその重要性が増している。合唱活動は生涯学習の一環とし

て大きな役割を果たすものと期待されるが，生涯学習と しての活動の実態は未だ明らかでな

い。今後，合唱活動を生涯学習の中で積極的に活用していくための具体的方針を確立するため

に，まず活動の現状と問題点を明らかにする必要がある。今回，岡山県内で活動している社会

人を主体とする合唱団を調査し 合唱団員の側から見た活動の意義，合唱団の抱えている問題

等を探った。その結果，合唱団における合唱活動により，音楽に対する興味が一層深まった，

仕事上のストレスが発散できた，日常生活で表情が明るく豊かになった等，この活動が各人に

有効に作用していることが分かった。また，社会人として合唱活動を始め，その活動を継続す

る動機付けとして，学生時代の学校内での部活動，学校外における合唱活動，さらに家庭にお

ける音楽経験が強く影響していることが分かつた。合唱団の抱えている問題点としては，有能

な合唱指導者に恵まれないこと，合唱団員の活動時間が足りないこと等が明らかとなった。
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1.研究目的

1965年に「生涯教育について」という議題で成人
教育推進委員会がユネスコで開催された。その席

で，ポーJレ・ラングラン"は， r人間の教育というも
のは，生涯のある時期だけに限られるものでなく，

人の生涯を通して保障されなければならない。ある

いは生涯を通じてなされなければならない勺とい

う提言を行った。その後，自発的な学習という点か

ら生涯教育ではなく生涯学習とすべきという意見が

強くなり，最近では，生涯学習ということばに統ー

されている。現在，生涯学習ということばは，人々

が生涯を通じて，各人が自発的思想に基づいて行う

ことを基本として行う学習活動の総体を意味すると

解されている。したがって，家庭教育，学校教育，

社会教育，職業訓練，企業内教育訓練だけでなく，

スポーツ活動，文化活動，趣味，レクリエーション

活動，ボランテイア活動等あらゆる学習を包括す

る3)。

日本における生涯学習の現状を見ると，近年，高

齢化社会への移行によって，生きがいを求めて自ら

の可能性を探る学習が盛んになってきている。公民

館やカルチャーセンターでは，多糠な学習機会が設

けられ，各市町村の役所や教育委員会には，生涯学

習課が創設され，学習の機会を提供したり，地域の

文化振興ピジョンを検討している。また，学校教育

では，少子化，いじめ， 不登校生の増加， 2∞2年か
ら完全実施される学校週5日制の実施，総合的学習

の導入などさまざまな要因によって， rゆとりの中
で自ら学び自ら考える力などの生きる力Jか育成の
基本とされることとなった。国立大学においては，

全国の教育学部改組に伴い，生涯教育課程及びコー

スが多数創設された。さらに私立大学では，音楽療

法士の免許取得を目的に，福祉大学と音楽学部を持

つ大学とが提携するところが出てきた。そしてこの

たぴ，文部省が「塾を敵視」の政策を転換し，小学

生の英会話教育を英語塾などに委託し，費用を補助

する制度を始める。これについて，文部省は， r学
校教育と学校外の民間教育をことさら区別する時代
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でなくなったつと述べている。

以上のような生涯学習に関わる流れは，学校や社

会，家庭において従来各々が担っていた役割につい

て再考を迫るものである。しかし， 1981年の中央教
育審議会答申において，生涯学習推進が学校教育を

含めた教育全般にわたるもの生涯学習が位置付けら

れるようになってから20年近く経過した現在でも，
生涯学習は，公民館，生涯学習センター，カル

チャーセンターや文化会館などの施設による講習

会，大学における公開講座等など成人を対象とした

ものが大部分を占めている。学校教育や社会教育，

家庭教育との連携は，生涯学習の展開上重要課題と

されてきた。しかし，その具体的施策はいまだ十分

とは言えない。日本では従来，学校教育，社会教育

と生涯教育とが分離して考えられてきたが，現在で

は，社会教育は生涯学習の一部であること， 生涯学

習には学校教育や家庭教育も含まれることを明確に

しておく必要がある。

合唱活動においても，当然このような状態はその

活動のあり方に影響を与えている。学校教育の中で

は，音楽関係の部活動において合唱部の活動は低迷

している現状がある九しかし逆に，学校外の合唱

活動は活発になってきたように見受けられる。この

ことは，少年少女合唱団や社会人合唱団数， NHK 

全国学校音楽コンクールへの参加校の推移からも明

らかであるヘ合唱活動は，学校教育の場から社会

教育の場に移行していくことを示唆しているとも考

えられる。しかし，このことは生涯学習の観点から

検討する必要があると考えられる。そこで本論文で

は，社会人を主体とするC合唱団の事例研究を通し

て，生涯学習における合唱活動のあり方について考

察する。

11.研究方法

岡山県内で活動している社会人を主体とするC合

唱団川こ対してアンケート調査による調査を行っ

た。

1.調査対象者

アンケート調査は，合唱団員28名を対象に行っ
た。内訳は次のようになっている。

性別男13名，女15名
年齢 20代11名， 3例''¥':17名

職業学生4名，主婦7名，会社員6名，公務

員11名(教貝4名を含む)

住居 間山市内13名，倉敷市内2名，間山県内
4名(総社市3名，笠岡市1名)，岡山

県外9名(広島県3名，島根県2名，兵

庫県1名，大阪府2名，奈良県1名)

2.調査期間平成11年10月23日~平成11年11月6
日

3.意識調査の概要

調査内容は，合唱活動の経験(l項目)，合唱活

動の動機等 (2項目)，合唱活動の目的等 (3項
目)，学校・社会・家庭教育で受けた音楽経験と現

在の合唱活動 (3項目)，生涯学習における合唱活

動の問題点(l項目)について，選択方式と記述方

式で行った。

111.結果友び考察

意識調査の結果を項目順にしたがって考察してい

く。なお，自由記述については，同一内容と考えら

れる回答は整理した。

， .現在の合唱団に入る前.どのような合唱活動を
されていましたか。

団員全貝が何らかの合唱経験を持っていることが

分かった。特に高校や，大学，市民合唱団等の活動

が多い(合計75.4%)ことから，成人に近い時期で

の活動がその後の活動に大きく影響していることが

考えられる(表1)。

褒 1 合唱活動歴(複数回答)

活動時期 at (%) 

①小学校部活等 4( 6.6) 
②中学校部活等 5( 8.2) 
③高校の部活毒事 14(22.9) 
@大学のサークJレ等 22(36.1) 
⑤少年少女合唱団等 4( 6.6) 
⑤市民合唱団等 10(16.4) 
①職場の合唱団等 2( 3.2) 
@合唱経験なし O( 0 ) 

三EZh 言十 61 

高校や大学の時期には，声が安定しているため，

ハーモニーの充実感が得られやすい。そのためか，

そのまま社会人の合唱団へ移行しているという状況

が考えられる。したがって，これらの時期は生涯学

習としての合唱を培いやすいと言える。一方，小 -

中学校の部活や少年少女合唱団出が非常に少ない。

このことは，小学校高学年や中学校時代は，変声期

で声も出しにくくなる時期でもあり，声を楽器とし

て自分自身が体感することが難しいため，その後の

活動へ継続できないのであろう。したがって，その

時期を境にして合唱活動を止めてしまう者もいるの

ではないだろうか。小・中学校で変声期になった子

供に変声期終了後にも，合唱活動ができるような楽
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しい思い出を残すことによって，高校以降も合唱活

動ができるようにすることが臨まれる。以上の知見

から，高校以降の合唱活動がその後の生涯学習に大

きく影響していると考えられる。

2.この合唱団で合唱活動を行いたいと思った動機
は何ですか。(自由記述)

この設問では，現在の合唱団の活動動機を尋ね

た。大きく，人間関係，音楽面，活動面に関するも

のに区分できた。まず，音楽面と人間関係，活動面

とが大きな動機付けとなっている(表2)。

表2 合唱活動の動機

区分 主な内容 合計(%)

人間関係 -友人・知人が多い…14件 16件(33.3)
-仕事上でない仲間と知り合い
たい…1件
-指揮者に怒力がある…1件

音楽面 -より高い次元(練習内容.j寅 22件(45.8)
奏)で合唱が行える…20件
-自分の能力を成長させること
ができる…2f牛

活動面 -真面目に熱心に取り組んでい 8件(16.7)
る…6件
-合唱コンクーJレに出たかった

日 2件

その他 -リフレッシュしたい…Hキ 21'牛(4.2) 
-練習場所が近い練習自の都合
がよい…lfキ

止位品S 計 481牛

人間関係では，知人・友人が多い。このことは，

大学のサークル活動での仲間が中心になって創られ

たことがその理由であろう。音楽面では，より高い

レベルを目指すた練習やその意欲が挙がっている。

また，活動面では，団員が熱心な取り組み，一人一

人が自主的に音楽づくりに取り組むことが動機付け

となっている。これは，他の市民合唱団や職場の合

唱団の活動経験(表1，19.6%)，県外から参加して

いる者が9名もいること (ll研究方法を参照)にも
表れている。

以上のように，この団での合唱活動は，仲間がと

もに音楽的に高い目標を持つことによって意欲的な

活動を行っていることが，入団の大きな動機付けと

なっている。その他，リフレッシュしたい，練習の

場所，曜日の都合がよいことは，生涯学習の面から

の動機付けになり得ることが示唆されている。

唱
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3.合唱または合唱活動のどこに魅力を感じます
か。(自由記述)

この設問では，合唱及び合唱活動の魅力について

尋ねた。その結果，ほとんどの者が音楽面に関する

ものであった(表3・85.7%)。

表3 合唱・合唱活動の魅力

区分 主な内容 合計(%)

音楽面 -歌詞を伝えること… l件 30件(85.7)
-体が楽器になる肉声の面白
さ・魅力…6件
-皆で音楽を創りあげる時の充
実感・高揚感…15f牛
-ハーモニーを合わせること…
8イ牛

そのイ.tf2 -コンクールに出場し結果を得 5件(14.3)
ること…1件
-人を感動させるところ…2件
-有名なホールやオーケストラ
と競演できる…l件
-友人・仲間を作れること… l
件

，(.口込 計 35件

ハーモニーの魅力と皆で音楽を創りあげる時の充

実感，歌うことの面白さが多かった。

ハーモニーの美しさを感じたり表現することは，

独唱のようなメロデイ一線的要紫と比べてハーモ

ニーを体感できる面白さがある。また，身体が楽器

となるため，声を出す心地よさを直接体感できる魅

力もある。歌うことは，人間の根源的な営みであ

る。その例として， r社会生活をしていて，人とし
て生きていることを実感できる」という生涯学習の

目的ともいえる意見もあった(男・会社員)。合唱

活動は，年齢や職業などの違いはあっても音楽を一

緒に創り上げていくことで感動を分かち合うことが

できる。これによって，仲間意識を高めていくこと

は，人と人のコミュニケーションの広がりにとって

重要である。これは，生涯学習にとって重要な要素

と考えられる。

4.合唱活動の目的は何ですか。

この設問では活動の目的について尋ねた。まず，

生きがいや楽しみという回答が過半数を占めた(表

4)。

合唱活動が生きがいや楽しみになっているという

ことは，生涯学習としての活動の基本になるもので

ある。次に， 人との交流，余暇の利用が挙げられて

いる。この項では，⑥合唱指導者となる以外の目的

は， 1981年の中教審「生涯教育についてJにも示さ
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表4 合唱活動の目的(複数回答)

内 宅F 富十(%)

①生きがいや楽しみのため 43(55.1) 
②職業に生かすため 3{ 3.8) 
③人との交流 16(20.5) 
@余暇の利用 7( 8.0) 
⑤健康のため 7( 8.0) 
⑤合唱指導者となるため 2( 2.6) 

合 昔十 78 

れた生涯教育の理念である「国民一人一人が充実し

た人生を送ることを目指して生涯にわたって学習す

るりための目的になり得るものである。

5.合唱活動を行うことによって.自分の身体.性
格.生活に何か変化がありましたか。 (自由記

述)

表5 合唱活動による自身の変化

区分 主な 内容 合計(%)

身体面 -体の機能を感じられるように 6fキ(11.8) 
なった… l件
-リラックスができる…3件
-健康になった…2件

性格面 -自信が持てるようになった… 171キ(33.3)I 
5イキ
-充実し満足感がある…4件
-表情が豊かに，明るくなった
-・6件
-家族に優しくなれるよう に
なった…2件

生活面 -生きがいと楽しみが持てる… 14fキ(27.4)
3件
-ストレスの発散・ 1)フレッ
シュができる…5件
-人間関係が広がった…2件
-生活にリズムができた…4f牛

音楽面 -音楽に対する興味が湧いた… 8件(15.7)
7件
-歌の鋳について考えさせられ
るようになった…1件

その他 -目標ができた… l件 6件(11.8)
-何事にもバランス感覚を意識
するようになった…1件
-生涯のパートナーと出会えた
..2 f牛
-合唱連盟の世話役などが入
り，多ttになった…l件
-行動範囲が広がった… l件

ぷCJ為 言十 51件

この設問では，合唱活動によって自分自身の中で

どのような変化が見られたかを尋ねた。大きく，身

体面，性格面，生活面，音楽面，その他に区分する

ことができた(表5)。

まず，性格的な面と生活面での変化が挙げられ

た。性格面では，充実感や満足感によって明るく自

信が持てるようになったことが挙がっている。これ

は，生活面にも影響し，ストレスの発散やよい家族

関係を生んでいるようである。また，生活にメリハ

リができたという意見もあった。身体面では，リ

ラックスができる，健康になるなどが続いている。

その他では，パートナーとの出会いや合唱連盟の仕

事が挙げられている。その他の一部を除けば，ほと

んどの団員がよい結果を得ていると回答している。

これらの結果は，設問5の合唱活動の目的で示され

た「生きがいや楽しみjとまさに合致している。

6.今後どのような音楽レベルを希望されます
カリ}。

この設問では，どのような音楽レベルを目指すか

を尋ねた。音楽レベルの内容として，発声，表現，

曲目について質問した。合唱団員の年齢が， 20ft，

30代前半であり，結成時より常に高い目標を持ち続

けたため大変積極的な回答を得た(表6，7， 

8)。発声や表現の音楽レベルについては，ほとん
どの団員がより高いレベルを求めていることが分か

る。

曲目の音楽レベルについては，団員の中でも意見

が分かれた。これは，発声や表現の音楽レベルに関

する個々の認識のばらつきがその原因になっている

のではないかと考えられる。その他では，音楽面

で，発声を向上させたいという意見が比較的多く，

表6 希望する発声の音楽レベル

内 容 計(%)

①レベルをよげたいし，可能であると思う 24 (85.7) 

②レベルをよげたいが，現状維持にとどまると思う 4 (14.3) 

③明復のレベルを維持したいし，可能であると思う o ( 0) 
@現在の音楽レベルを維持したいが.無E重であると思う o( 0) 
⑤今のレベルは潟すぎるので.下げてほしい o ( 0) 

合 言十 28 

褒 7 希望する表現の音楽レベル

内 雪量 百十 (%) 

①レベルを上げたいし，可能であると思う 27 (96.4) 

②レベルをよげたいが，現状維持にとどまると思う 1 ( 3.6) 
③現在のレベルを維持したいし，可能であると恩う o ( 0) 
@現在の音楽レベルを維持したいが.無理であると思う o( 0) 
⑤今のレベルはおすぎるので，下げてほしい o ( 0) 
合 官1・ 28 
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表8 希望する曲目の音楽レベル

内容 計(%)

①レベルを上げたいし，可能であると思う 18 (64.3) 
@レベルを上げたいが，現状維持にとどまると思う 1 ( 3.6) 
③現在のレベルを維持したいし，可能であると思う 8 (2泡.5)
@現在の音楽レベルを維持したいが，無理であると思う o( 0) 
⑤今のレベルは高すぎるので，下げてほしい 1 ( 3.6) 

合計 28 

指揮力や音程や響きの正確さを聴く力，指導者とし

ての力をつけたいという意見もあった。また，アマ

チュアの合唱集団として他によい影響をもたらす団

体でありたい，作曲家とタイアップして素晴らしい

合唱作品を世の中に送り出していけるような合唱団

になりたい等の積極的な意見もあった。

以上の知見から，この合唱団では，音楽レベルの

いずれにおいても向上させたいという意欲がみられ

る。それでは.30代前半までを有する合唱団とは相

違する高齢者の合唱団では，どのような音楽レベル

を希望しているのであろうか。 1992年に結成された

高齢者のアンサンプル団体「足立シルバーアンサン

プル」の例を挙げてみよう 10)。

表9 希望する音楽レベル

翁E草する音楽レベル % 

1干来的レベルを上げたいし，可能であると思う o 5.0 
音楽的レベルを上げたいが，現状線持にとどまると恋う。 50.0

現在の音楽的レベルを維持したいし，可能であると思う。 40.0
現在の音楽的レベルを維持したいが.無理であると思う。 5.0
音楽的レベルを下げたい。今11レベルが向すぎる。 0.0

合 言十 l∞ 

表10 部活等による音楽経験

項 目 計(%)

①大変なっている 18 (66.7) 
②なっている 5 (18.5) 
③少しはなっている 2 ( 7.4) 
④わからない 1 ( 3.7) 
⑤なっていない 1 ( 3.7) 

ぷEト2 計 27 

部活等の経験がない考l名

表11 音楽授業による音楽経験

項目

①大変なっている

②なっている
③少しはなっている

@わからない

⑤なっていない

P
D
R
U
A
U
a
q
p
o

一

%
一
回
目
幻

7
抱
一

計
一

5
5
m
2
5
-
幻

高齢者になると体力的な衰えからか積極的な回答

が少ない(表9)。しかし，現状を維持していきた

いという意見が多いこと (90%)は，楽しみや生き

がいを求めていく生涯学習の観点から見ると，音楽

活動を続けていく大きな要因になっていくものと考

えられる。生涯音楽学習にあっては，個々の学習者

が音楽に主体性を獲得し，自己確立することが大切

である。したがって，生きがいという精神的充足感

が年齢を問わず重要な要因となってくる。

7.学校教育 (幼・小 ・中・ 高・大)で受けた音楽

経験(部活 ・音楽授業等の合唱経験を含む)，ム
現在の合唱活動の基礎となっていますか。

この設問では，学校教育と合唱活動の関わりにつ

いて尋ねた。部活等の合唱経験者は28名中27名とほ

ぼ全員であった。まず，部活による音楽経験ついて

経験者の大部分が合唱活動の基礎になったと回答し

ている(表10)。次に，影響を受けた時期は高校，

，，6. 

無回答l名

-?' 
s

・ロ

表叩①②の回答者のみ (23名)

表12 特に影響を受けた時期(複数回答)

極 類 計(%)

①幼稚園 o ( 0) 
②小学校 1 ( 2.5) 
③中学校 7 (17.5) 
④高校 12 (30.0) 
⑤大学 20 (50.0) 
⑥その他 o ( 0) 
ぷロ益、 言十 40 

表13 影響を受けた人物(複数回答)

種 類 計(%)

①教師 9 (20.9) 
②合唱指導者 11 (25.6) 
③友人 9 (20.9) 
@先輩 13 (30.2) 
⑤その他 1 (2.3) 

iロb‘ 計 43 

その他 :奏

大学が多かった。この結果は，設問 lの合唱活動歴

と対応している。そして影響を受けた人物として

は，先輩，合唱指導者が多い(表13)。しかしなが

ら，音楽授業による音楽経験については意識のばら

つきが見られた(表11)。ここで，部活動について
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大変基礎となっている またはなっていると回答し

た23名 (85.2%)がどの時期に影響受けたかを見て

みると表12のような結果となった。これからも，部

活動は高校，大学の時期に集中しており，変声期を

終了した時期からの取り組みが多いことが分かる。

一方，音楽授業では，大変基礎となっている，また

はなっていると回答した者は10名 (37.0%)に留

まった。これらの結果より 生涯学習としての合唱

活動の基礎は学校教育での音楽授業よりも部活や

サークルが基礎になっていると考えられる。部活動

のような課外活動は，コンクール等を目指すこと

で，音楽性を高めていくところが多い。その活動意

義は認められるものの，音楽授業との隔たりは大き

い。それを解決していくには，音楽授業の学習その

ものを発表の場にして，その目標を音楽表現そのも

のにすることによって意義が認められるよう}こする

必要があるω。学校における合唱部等が減少してい

る現状を見ても，今後，音楽授業における合唱活動

のあり方について再考を求めなければならないだろ

う。そうでなければ，今後の合唱人口の増加は困難

になるかもしれない。 C合唱団の場合，特に部活動

の影響を受けた者が，学校教育終了後，活動を継続

している。

社会教育と学校教育の連携の重要性は，これまで

にも論議されてきた。特に近年は，学校を中心とす

るこれまでのシステムがさまざまな問題を抱えるよ

うになり，教育改革的問題意識から生涯学習の必要

性が説かれている。日本においては，学校教育は生

涯学習と切り離されてきたが，今後はヨーロッパの

ように学校教育が生涯教育・ 生涯学習にかかる一定

の社会教育的機能を果たしていく必要があるのでは

ないかへ現行の社会教育法では学校開放が論議さ

れているが，この問題をクリアするには，学習内容

あるいは教育方法論の論理的枠組みと思考を構築

し，社会教育との実践を検討しなければならな

いω。また，正規の学校教育も生涯学習の一部であ

ることから，学校施設の開放や公開講座の実施など

さらに推進されなければならない。岡本薫は，生涯

学習の観点から学校の役割を3点述べている則。す

なわち，①教育内容等の改善，②学校教育の多様

化・個性化，①進路指導の改善・充実である。自己

教育力の育成の点で，学校での多様な学習機会は生

涯学習につながるものである。また，山岸治男は，

生涯教育推進体制における学校教育の基本的な役割

について，生涯学習に必要な基礎的知識・認識力・

学習方法などの習得や興味関心の拡大の習慣育成な

ど，学校教育の根源的な発想の転換を述べてい

るヘ学校を中心とするこれまでのシステムの変換

を求めているものである。総じて，合唱活動は一般

的に教育実践においては必ずしも有機的な連携を確

立してはいない(表11)。合唱活動は，学校教育で

の経験が大きく左右するため，地域社会における活

動と学校との関わりを再検討していく必要がある。

8.学校外で受けてきた合唱活動(地域の少年少女

合唱団 ・市民合唱団等)は、現在の合唱活動の基

礎となっていますか。(該当者のみ)

この設問では，社会教育(学校外教育)での音楽

経験と合唱活動について尋ねた。少年少女合唱団等

についての回答者からは，少数 (5名)であった

が，よい結果を得られた。次に，市民合唱団を経験

した13名についても，現在の合唱活動に影響してい

るとの回答を得た(表14，92.3%)。

表14 市民合唱団等

項 目 官十 (%) 

①大変なっている 8 (61. 5) 
②なっている 2 (15.4) 
③少しはなっている 2 (15.4) 
@分からない 1 ( 7.7) 

⑤なっていない o ( 0) 
合 百十 13 

岡山県の場合，合唱活動が，学校教育から社会教

育へ移行していく傾向が見られるとはいえ，団員27

名中少年少女合唱団で活動した者は，わずか5名に

過ぎないヘしたがって，今回の意識調査からは，

生涯学習に通じるものであるかどうかは言及できな

い。一方，市民合唱団については，合唱活動の基礎

となり得ると言えるのではないだろうか。設問7の

考察でも述べたが，合唱活動を継続する場合，高

校・大学での活動が大きく影響していることから，

成人になってからの合唱活動は，生涯学習を継続・

発展させるという観点から非常に有意義である。

小・中学校では，生涯学習の基礎を築くという観点

から，歌唱教育及び合唱活動において変声期に配慮

した教授内容を再検討していかなければならないで

あろう。

9.家庭教育の中で受けた音楽経験は，現在の合唱

活動の基礎となっていますか。

この設問では家庭教育の音楽経験と合唱活動につ

いて尋ねた。我々の生活の中には，いろいろな場面

で音楽とのつながりが大きい。例えば，ピアノ・エ

レクトーン教室やヴァイオリン教室などをを始め，

習慣や行事等の音楽， BGM，職場での音楽活動
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音楽文化が明るく査かな箇民生活の形成立主ぴに国際相互理解

及び国際文化交流の促進に大きく資することをかんがみ，生涯
学習の一環として音楽学習の係る環境の受備に関するせ策の基

本等について定めることにより，わが図の音楽文化の娠輿を図
り，もって世界文化の進歩及ぴ国際平和に寄与すること。(下線

部は筆者仁よる)

生涯学習の一環としての合唱活動に関する一考察

家庭教育での音楽経験表15

計(%)

①
②
③
@
⑤
 

3 (12.0) 
8 (32.0) 
4 (16.0) 
4 (16.0) 
6 (24.0) 

目

大変なっている

なっている

少しはなっている
わからない

なっていない

項

下線部に示しであるように，行政としても生涯学

習の一環として音楽文化を推進するようになってき

ている。その結果，全国の公共施設で， I成人ピア
ノ教室jが展開されるようになった則。音楽文化振

興法の中では，音楽学習の環境整備のほか，行事や

講座の開設や学校施設の開放などが盛り込まれてい

る。公民館活動では，コーラスやカラオケ教室など

が圧倒的に多く，今後はもっと広がっていくことが

推測される。この合唱団の活動においては，楽器を

含めた多様な音楽経験(表16，68.5%) も活動に有

効ではないかと考えられる。したがって，幼少期か

ら民間の音楽学習にも積極的に参加することは有意

義であると考えられる。

25 

家庭での音楽経験(自由記述)

計

無回答3

表16

Aぉ
ロ

10.生涯学習における合唱活動について問題点は何

だと思われますか紛。

最後に生涯学習の観点から，合唱活動の問題点に

ついて尋ねた。まず，指導者不足の問題が挙げられ

ている(表17.20.3%)。次に，時間不足の問題，

仲間不足の問題が挙げられている。

生涯学習における合唱活動の問題点

(複数回答)

表17

計(%)

①時間がない
②活動の情報がない

①練習場所がない
④指導者がいない，少ない

⑤仲間がいない

⑤費用が高い

⑦発表できる機会，場所が少ない
③家庭等周辺の理解が得られない

①特にない

⑮その他

79 

合唱活動においては，生涯学習の重要課題として

指導者養成の問題がある。合唱関係では指導者の層

が特に薄く，実際に合唱団を多角的に指導できるも

のが非常に少ない状況にある。ここで問題になるの

は，生涯学習における指導者の位置付けである。 C

合唱団の場合，実際の指導にあたっている者は中学

校教員である。その他の少年少女合唱団や社会人合

15 (19.0) 
8 (10.1) 
9 (11. 4) 

16 (20.3) 
13 (16.5) 
3 ( 3.8) 
5 ( 6.3) 
5 ( 6.3) 
2 ( 2.5) 
3 ( 3.8) 

自項

計合

等，音楽と人間の関わりは，多岐にわたる。いわゆ

る趣味・教養の世界がその大部分を占めている。①

~③の回答が15名と半数以上の者が家庭教育での音

楽経験を認めている(表15)。具体的な音楽経験と

しては，楽器経験，音楽の基礎教育，家庭環境に分

類することができた。まずピアノ等の楽器経験者が

多く，次に家庭環境が多かった(表16)。例えば，

音楽好き，歌好きの父母の影響でクラシックや歌を

よく聴いた，よくコンサートなどに連れて行っても

らった等，家庭での音楽経験が有効であったことが

分かる。

日本において，家庭教育は 学校教育の一環とし

て位置付けられ，学校教育を補充したり，代替する

ものとして考えられてきたところがある問。しか

し，少子化，女性の就業，学校の週5日制などの要

因によって，家庭教育のあり方は変容してきてい

る。家庭での教育力，養育能力の低下は，社会の大

きな問題点となっている。これを解決するために

は，単一家族だけではなく，家族を取り巻く地域社

会，学校との連携を重視していく必要があろう。

以上のような状況を踏まえ，音楽に関して行政

は，平成6年の音楽文化振興法や平成10年の教育行

政機関と民間教育事業者との連携の促進において，

公民館の民間教育事業者への開放などを推進してき

ている。次にその具体的な例として，音楽文化振興

法の第一条を示すJ8)。
1
1
1
;
|

トハ
川
園

戸

hυqu
 

唱

i

区分 主な内容 計(%)

楽 器 -ピアノを習った…8件 101，牛(52.6)

-フルートを習った… l件
-オルガンを習った…H牛

音楽教育 -ソルフェージュをした…2f牛 3件(15.9)
-音楽教室へ通わされた…1件

家庭環境 -クラシック音楽や歌に親しん 6件(31.5) 
だ…6件

合 言十 19件



ボランティアとして組織に関わる講師の存在があ

る。この場合，学習者になったり組織者になる相互

の役割をしている(図 1)。生涯学習において講師

の存在は大きい。というのは，学習を向上させるた

めには必要不可欠だからである。しかしながら，講

師の役割は生涯学習に関わると，図 lのように暖昧

な位置付けになる。講師という職種をさらに2つの

観点から整理したのが図2である。すなわち，講師

としての関わりがフルタイムであるか，パートタイ

ムであるかによっている。前者はプロとして，後者

は兼業ないしはボランティアとして関与することが

多い刻。合唱活動の場合，多くの指導者は I型に属

している。すなわち，学校の教員である。設問7で

述べたように，学校教育と生涯学習の関わりは非常

に重要である。現在その一環としてされている施設

開放だけではなく，学校教員を広く活用していくこ

とが，生涯学習推進の大きな原動力になり得るので

はないかと考える。そのためには，生涯学習の援助

者としての教員の位置付けを明確にし，その基盤で

ある法規的措置や勤務条件等を整備すべきである。

近年では，アマチュアによるボランティアの講師も

増えつつある。彼らは，講師として限りなくプロを

目指しながら，あくまでもボランティアに留まると

いうものである。一方で専門性を高めつつ，他方で

生徒である学習者との水平的関係を維持するという

複雑な位置付けになるお}。 今後，生涯学習における

講師に対してどのような人材が求められていくのか

は，社会・経済の動向とも関連するため，推進して

いくには時聞がかかるであろう。生涯学習における

合唱活動の問題点として次に，時間不足，仲間不足

が挙げられている(表17)。時間不足については，

生涯学習全般においても共通する問題であろう。仲

間不足については，その理由として，合唱活動に対

する社会的な認知度の低さなどが考えられる。ま

た，地域差もあるだろう。合唱を生涯学習の一環と

して位置付けるためには，声の魅力を広く大衆に理

解してもらうことである。そうすることによって，

合唱人口が増加し，音楽全体のレベルアップにつな

がってくるのではないだろうか。

民砂子明

唱団の場合も学校教員が指導者になっている場合が

ほとんどである。社会教育において従来「指導者J
のカテゴリーに含まれてきた人々は，大別して社会

教育行政関係職員と社会教育団体等における「民間

指導者Jである。学校教育と異なり，社会教育では
学習活動の主体を学習者に置くため.r指導するJ，
「教えるJという概念は性格的になじまないことと
みなされている21)。 賢瀬修ーは，学習者を直接に指

導する人々を講師と総称し，学習を援助する人々の

体制を図1.2のように示している制。

門

際

ι一一」

虫

l~ 'æ:r-

飾一一-11
ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

図1 学習者を取り囲む援助者

(典型的な学級・講座の場を想定)

フルタイム(または専業=プロフェッショナル)

学校(大学・高校等)の教

I W 

芸道師匠(家元・名取等)

カルチャーセンター専属 員

行政戦貝毒事団体所属会員毒事

民間 公的

社会教育指毒事長・体育指

導革委員等及びI. m.lVの
すべての人々

パー トタイム(または量廃業ないしボランテイア)

E 田

学習ネットワーク講師事事

IV.まとめ

社会人合唱団の意識調査を通して，以下のような

結果を得た。

①学校卒業後に合唱活動を行うには，学校教育，特

に高校の部活動や大学のサークル活動経験が重要

で，卒業後の活動を行う基盤となっている。さら

に，学校外における合唱活動，家庭における音楽

経験も強く影響している。
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講師の見取り図

援助者は，直接指導をする講師と学習活動を組織

し:学習過程が円滑に進行できるよう側面から援助す

る人々の二通りに分けられる。前者は直接技術や知

識を介して学習者と関わりあう。講師には大学の教

員から芸道の師匠に至るまで非常に幅広く活用され

ており，彼らは他に本業を持っている。後者はそう

した場を設定することを業務にしている人々であ

る。公民館主事や社会教育主事等がこれに当てはま

る。生涯学習の領域においては，近年台頭してきた

図2
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②社会人として合唱活動を始める動機としては，音

楽分野の人間関係を広げたいとか音楽面や生活，

活動面の充実を求めたいという期待が大きい割合

を占めている。

③合唱の魅力は，ハーモニーを感じること，皆で音

楽を創ることである。そして，合唱の音楽レベル

をさらにアップさせることが希望されている。

④合唱活動の目的は，生きがいや楽しみである。

⑤合唱活動によって，性格面や生活面が充実してく

る。

⑥生涯学習における合唱の問題点は，指導者の不

足，時間の不足，仲間不足である。

以上の結果から，合唱活動を行う社会人が，活動

から生きがいや楽しみを得ていることが分かる。ま

た，このような効果をもたらす合唱活動を社会人と

して行うためには，学校教育における合唱活動の経

験が活動を行うための基盤として重要であることが

示唆された。

今後の課題として，県内の他の合唱団，また他県

の合唱団の意識調査を行い，比較分析を試みたい。

さらに，生涯学習において大学教育は今後どのよう

な役割を担っていくべきかについても検討していき

たい。
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参考資料 1

合唱活動の現状

岡山県では，学校の部活動において合唱部の活動

は低迷している現状がある。しかしながら，学校外

の合唱活動は活発になってきたように見受けられ

る。合唱活動の全国的の大きな活動組織として，日

本の少年少女合唱団， NHK全国学校音楽コンクー

ル，全日本合唱連盟の活動を挙げることができるだ

ろう。まず，この3組織の活動状況を調査し，学校

教育と社会教育における合唱活動の変化を考察す

る。なおここでは，全国の小中学校における合唱祭

やクラス合唱等の学校での取り組みについては割愛

する。

1.少年少女合唱団

平成10年6月現在で，日本全国にある少年少女合
唱団は約5∞団体で，このうち9団体が少年合唱団

である(財団法人桃太郎少年合唱団の調査によ

る)。最近の傾向として，合唱団員の減少が指摘さ

れている。少年少女合唱団の主な全国組織は①全日
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本合唱連盟，②全日本少年少女合唱連盟，③IJjCS一

日本少年少女合唱連盟である。主な活動状況は，全

日本合唱連盟が主催し毎年8月に開催される全日本
ジュニアコーラスフェスティパル(主に東京， 1986 

年開催年>，全日本少年少女合唱連盟が主催し毎年

3月に開催される全日本少年少女合唱祭(西日本各

地)，巧cs一日本少年少女合唱連盟が主催して毎年
3月に合同演奏会(東京)を開催している。以前は

全日本少年少女合唱連盟が東日本少女合唱連盟と西

日本少女合唱連盟別々に毎年3月合同演奏会を開催

し，さらに数年に一度東西合同の演奏会を行ってき

たが， 1989年に東日本少女合唱連盟が全日本少年少

女合唱連盟~分かれ，おCSー日本少年少女合唱連盟

を作った経緯がある。現在活動している合唱団を中

園地区でまとめた(表1)。

表1 少年少女合唱団体数 平成10年6月

中国地区 団体数 順 位

鳥取県 4 4 

烏綬県 2 5 

岡山県 19 

広島県 16 2 

山口県 5 3 

2.全日本合唱連盟
全日本合唱連盟の目的は，合唱音楽の普及と向

上，合唱団の育成と指導，音楽文化の発展に寄与す

ることとある。9つの支部からなり，加盟団体数

は， 4786団体にも及ぶ(平成11年1月現在)。中園
地区の加盟国体数をまとめると，表2のようにな

る。連盟の主な事業は， ①全日本合唱コンクール全

国大会，②全日本おかあさんコーラス全国大会，③

全日本ジュニアコーラス・フェスティパル，@コー

ラスワークショップ，⑤おかあさんカンタート，⑤

合唱センターの運営，⑦国際交流事業，③出版事

業，⑤合唱組曲の作品公募，その他である。

表2 加盟団体数(中園地区) 平成11年4月

団体 少年 中学 高校 大学 磁場 西正 一般 個人 合計 狐t主

鳥取 4 7 7 l l 15 5 。40 5 
島根 2 10 8 l l 13 7 。42 4 
関山 4 8 8 8 2 24 22 。76 2 
広烏 6 4 7 2 3 70 23 01115 i 

山Ll 2 13 9 l 1 27 11 。64 3 
中国 18 42 39 13 81149 68 01337 

3. NHK全国学校音楽コンクール

NHKが昭和7年から主催し，平成11年度で66田
を迎える。学校における合唱の底辺を広げると同時

に，合唱活動を通して豊かな音楽生活を育てるコン

クールを目指してきた。コンクール審査は，学校に

おける音楽教育，とくに合唱活動を育成しようとい

う目的に基づいて行われている。ここ数年参加校は

減少し，中国地区は開催さえ危ぶまれる状態になっ

ている(表3)。

表3 中園地区の参加校数 平成11年8月

小学校 中学校 高 校 合計 .l'i位

鳥取県 4校(120人) 役交(73人) l校(13人) 7校 5 

島根県 13校(385人) お校(479人} 6校(140人) 34校

岡山県 2校(77人) 6校(125人) 2校(51人) 10校 4 

広島県 4校(139人) 5校(177人) 7絞(174人) 19校 3 

9校(357人) 8校(211人) 3校(91人) 加校 2 

表4 岡山県の参加校数 平成11年8月

平成 平成 平成 平成 平成 平成 平成

5年 6年 7年 8王手 9~手 101f: 11年

小学校 4 3 4 2 2 2 

高校 6 2 4 2 2 1 2 

少年少女合唱団は，社会教育における(学校外活

動)であり，全日本合唱連盟は，中学校・高校・大

学の学校教育と成人による社会教育の混在であり，

NHK全国学校音楽コンクールは，学校教育の活動

と位置付けることができる。中園地区の中でも合唱

の盛んな県である島根県と岡山県の比較をする。岡

山県の場合，中園地区の中でも特に少年少女合唱団

の数は多い(表1)。全日本合唱連盟への中・高・

大の加盟団体数も中国地区では一番多く，成人を含

めても 2位である(表2)。しかし， NHK全国学校

音楽コンクールへの参加は非常に少なく，開催さえ

危ぶまれる危機的状況である(表3，4)。合唱レ

ベルが全国的にも高いである島根県の場合はどうだ

ろうか。少年少女合唱団数は2団体と中園地区の中

で最も少ない(表1)。全日本合唱連盟への中 ・

高・大の加盟は岡山についで多いが，成人を含める

と4位となり，あまり活発ではない(表2)。しか

し， NHK全国学校音楽コンクールへの参加校は非

常に多い(表3)0NHK全国学校音楽コンクール

は，課題曲のレベJレが高く，コンクールに出場する

ための声楽の専門的な指導と教師の指揮力が必要と

なる。このコンクールは 音楽性を高めるという技
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術的な表現力を試すことにおいて意義が認められる

ものの，学校の音楽授業からはだんだん遊離し，特

殊化ないし専門家の方向に向かっているといえよう

(重嶋博，音楽と教育Ip. 92， 1996)。島根県の場

合，学校現場でも課題曲をクリアできる寓い合唱能

力を備え，毎年のように全国大会まで出場し上位の

成績を納めている。また，社会人合唱団も少数では

あるがそのレベルは高く，全国大会でも上位に入っ

ている。この2県を比較すると，次のように推察で

きる。

①岡山県の合唱活動は，学校教育での合唱活動が衰

退し，社会教育へ移行しつつある。

②島根県の合唱活動は，学校教育での合唱活動が非

常に盛んで、，児童生徒は学校教育での合唱活動に

満足しているため，社会教育での合唱は低迷して

いる。

③合唱レベルは，学校教育での活動が活発でないと

上がりにくい。
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